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　平成２２年９月１６日(木 )、三岳小学校(一ノ宮)の田んぼで、全児童が
稲刈り体験をしました。
　晴天のなか、鎌を使って３～６年生がていねいに稲を刈りこみ、１、２年
生が束ねて元気よくトラックへ運びました。荷台いっぱいになった稲は、
校庭そばにある 稲  木 に、協力し合って干し出しました。今回刈り取った

いな き

稲は、 脱  穀 体験ののち、１１月の収穫祭で味わうことになっています。
だっ こく

　　号のおもな内容
読書の秋、図書館へ行ってみよう！

下水道使用料の徴収漏れにかかるお詫び

北近畿郷土芸能祭

みどりのなかまコーナー

ふくちねっと　ほか

10
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 



　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
電
子
書

籍
の
出
現
な
ど
、
時
代
と
と
も
に
情
報

を
得
る
方
法
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
が
、「
読
書
」
の
体
験
は
、
本
を

通
し
て
豊
か
な
こ
と
ば
に
出
会
い
、
自

分
の
世
界
を
広
げ
た
り
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
し
た
り
な
ど
人
生
を
よ
り
深

く
充
実
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
と
て

も
大
切
な
も
の
で
す
。
そ
ん
な
読
書
の

魅
力
、
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
国
を
あ
げ
て
多
く
の
人
に
広
め

て
い
こ
う
と
い
う
の
が「
国
民
読
書
年
」

で
す
。

　
「
国
民
読
書
年
」
で
は
、
読
書
の
ま
ち

づ
く
り
の
広
が
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
読
書

活
動
の
活
性
化
な
ど
、
読
書
へ
の
国
民

の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
国
を
あ
げ
て

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
宣
言

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
そ
ん
な
市
民
の
み
な

さ
ん
に
読
書
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。 

　

福
知
山
市
立
図
書
館
に
は
、
中
央
館

と
三
和
・
夜
久
野
・
大
江
・
日
新
の
４

つ
の
分
館
が
あ
り
、
年
々
、
利
用
が
増

え
て
い
ま
す
。
土
日
に
は
、
家
族
連
れ

や
中
高
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
で
賑

わ
い
、
中
央
館
で
は
、
１
日
の
貸
出
冊

数
が
１
、
０
０
０
冊
を
超
え
る
日
が
多

く
な
り
ま
し
た
。（
図
１
、
２
）

 

　　

利
用
者
を
年
代
別
に
み
る
と
、
小
学

生
の
利
用
が
最
も
多
く
、
次
い
で
そ
の

保
護
者
世
代
の　

〜　

歳
代
と
な
っ
て

３０

４０

い
ま
す
。
ま
た
、　

歳
以
上
の
人
の
利

６０

用
が
増
え
て
い
ま
す
。（
図
３
）

　　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、

蔵
書
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
利

用
増
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
一
人

当
た
り
の
貸
出
点
数
や
蔵
書
点
数
は
、

全
国
や
府
内
の
平
均
に
は
届
か
ず
、ま
だ

ま
だ
、十
分
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
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図2　図書館中央館利用の推移（5年間） 
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み
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図1　図書館利用統計 
平成21年度　館別貸出点数割合 

中央館 80.5㌫ 中央館 

日新分館 
三和分館 
夜久野分館 大江分館3.2㌫ 

4.1㌫ 0.4㌫ 0.4㌫ 11.8㌫ 11.8㌫ 
4.1㌫ 4.1㌫ 

80.5㌫ 

図書館中央館のフロアーのようす

貸出点数（点）館　別
２４９，１５２中 央 館
１，２３０日 新 分 館
１２，５３７三 和 分 館
３６，５０３夜久野分館
９，９５９大 江 分 館

３０９，３８１ 合　 計 
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平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
「
福
知
山
市

２０

立
図
書
館
基
本
計
画
」、「
福
知
山
市
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、�
読
書

の
ま
ち
福
知
山
�
を
め
ざ
し
て
、
図
書
館
で

は
、
お
は
な
し
会
や
読
み
き
か
せ
講
座
、
読

書
講
演
会
な
ど
の
企
画
や
、
移
動
図
書
館
に

よ
る
巡
回
貸
出
な
ど
、
読
書
活
動
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
だ
け

で
は
な
く
、
仕
事
や

日
常
生
活
の
中
で
の

問
題
解
決
や
調
査
研

究
の
お
手
伝
い
な
ど
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
し
、
よ
り

身
近
で
利
用
し
や
す

い
図
書
館
づ

く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

 

　

図
書
館
で
は
、
各
館
で
図
書
の
特
別
展
示

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
／
平
成　

年　

月
２
日（
土
）〜

２２

１０

　
　
　
　
　

平
成　

年　

月　

日（
火
）

２２

１１

３０

展
示
内
容
／

中
央
館

第　

回
国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

２６
「
語
っ
て
、
き
い
て
、
味
わ
う

『
む
か
ー
し
む
か
し
』
の
お
な
は
し
」

三
和
分
館

「
利
用
者
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

　

〜
私
の
お
す
す
め
の
１
冊
〜
」

夜
久
野
分
館

　
「
受
賞
作
品
集
め
て
み
ま
し
た
」

大
江
分
館　

第　

回
国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

２６
「
あ
ん
な
�
鬼
�
こ
ん
な
�
オ
ニ
�
い
る
よ
ー
」

子ども向けの本を備えた児童室

「子ども読書の日」記念講演会の絵
本作家　長野ヒデ子さんによる紙芝
居のようす

ふるさと歴史講座では、福知山の史跡
をたどるフィールドワークも実施

　

月　

日
〜　

月
9
日
は

10

27

11

秋
の
読
書
週
間
で
す
。

図3　図書館中央館年齢別貸出人数 
過去５年間の推移 
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ま
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を
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て
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９
日（
日
）大
江
町
毛
原 

　
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば

れ
て
い
る
「
毛
原
の
棚
田
の

農
業
体
験
ツ
ア
ー
」
に
出
か

け
た
。
当
日
は
近
隣
や
京
阪

神
地
域
か
ら
約
６０
人
の
み
な

さ
ん
に
田
植
え
を
楽
し
ん
で

も
ら
っ
た
。
好
天
と
大
自
然

に
つ
つ
ま
れ
、
交
流
と
体
験

の
一
時
を
過
ご
し
て
も
ら
え

た
こ
と
と
喜
ん
で
い
る
。 

１３
日（
木
）土
地
内 

早
朝
市
内
の
茶
園
で
行
わ
れ

た
一
番
茶
の
茶
摘
み
を
激
励
し
た
。
今

年
は
低
温
・
日
照
不
足
の
影
響
で
、
茶

の
生
育
が
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
と
聞
き
心
配
し
て
い
た
。
お
茶

は
本
市
の
農
業
の
中
で
重
要
な
特
産
物

の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
も
「
丹
波
福
知

山
の
お
茶
」
の
産
地
銘
柄
ブ
ラ
ン
ド
力

の
更
な
る
向
上
に
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。 

※市のホームページ（市長の部屋） 
　で閲覧できます。 

日（
金
）市
民
運
動
場
野
球
場

１０「
高
松
宮
賜
杯
第

回
全

５４

日
本
軟
式
野
球
大
会
１
部
」

の
開
会
式
に
お
招
き
い
た
だ

い
た
。
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
精
鋭

チ
ー
ム
が
一
堂
に

３２

会
す
る
本
大
会
が
開
催
で
き

た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
一

層
高
ま
っ
た
も
の
と
喜
ん
で

い
る
。
参
加
さ
れ
た
選
手
の

皆
さ
ん
の
健
闘
を
祈
念
す
る

と
と
も
に
、
全
国
の
仲
間
同

士
の
交
流
も
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

日（
日
）大
江
町
毛
原

１２

の
ど
か
な
山

村
風
景
が
広
が

る
毛
原
の
棚
田

で
「
農
業
体
験

ツ
ア
ー
・
稲
刈

り
体
験
会
」
が

開
催
さ

れ
た
。

春
に
田

植
え
を
さ
れ
た
苗
は
見
事
な

黄
金
色
の
稲
穂
を
垂
れ
、
実
り

の
秋
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
稲

刈
り
の
ほ
か
に
も
そ
ば
う
ち

体
験
や
交
流
会
な
ど
、
大
自
然

に
包
ま
れ
た
一
日
を
思
う
存

分
満
喫
し
て
も
ら
え
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

自
動
交
付
機
で
本
人
の
印
鑑
証

明
書
、
同
じ
世
帯
の
人
の
住
民
票

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
マ
イ
カ
ー

ド
へ
の
変
更
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
旧
印
鑑
登
録
証

▼
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
公

的
身
分
証
明
書

▼
認
印

※
代
理
人
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

※
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
が
な
い

人
は
、
郵
送
で
本
人
照
会
を
し

ま
す
の
で
新
し
い
カ
ー
ド
の

交
付
に
は
数
日
か
か
り
ま
す
。

 

※
登
録
印
の
変
更
が
伴
う
と
、
有

料
に
な
り
ま
す
。

自
動
交
付
機　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
場
所

　

市
役
所
正
面
玄
関
入
口
横

稼
動
時
間
／
平
日
・
土
・
日
・
祝

日
の
午
前
７
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

　

分
３０※

年
末
年
始
は
休
止
し
ま
す
。

手
続
き
は
、
市
民
課
窓
口
係
（
℡

　

‐
７
０
１
４
）
ま
た
は
、
各
支

２４所
の
窓
口
相
談
係
ま
で
。

旧
印
鑑
登
録
証
か
ら

マ
イ
カ
ー
ド
へ
無
料
交
換

必ずご持参ください 

（旧印鑑登録証） 

マイカード 

無料 交換 

親族以外
配偶者の曽祖　
父母・祖父母・

父母
おじ・おば・
おい・めい　兄弟姉妹

配偶者・
曽祖父母・
祖父母・　
父母・子・孫本人

別住所同一住所別住所同一住所別住所同一住所別住所同一住所別住所同一住所

○○○－○－○－○－－住民票
○○○○○○○○－－－戸　籍

※委任状は本人の自筆で、印鑑（認印）が必要です。
※住民票コードが記載された住民票は、書類などをそろえていただいていても、窓口でお渡しできない
場合がありますので、事前に市民課までお問い合わせください。

※兄弟姉妹で、請求者と同じ戸籍に記載されている戸籍は請求できます。

窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口でででででででででででででののののののののののののの請請請請請請請請請請請請請求求求求求求求求求求求求求ででででででででででででで委委委委委委委委委委委委委任任任任任任任任任任任任任状状状状状状状状状状状状状ががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要ななななななななななななな場場場場場場場場場場場場場合合合合合合合合合合合合合 ○ 委任状が必要　－ 委任状は不要

窓口で
お待たせ
しません！
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　昨年度から実施しました下水道水洗化促進調査において発覚した下水道使用料の徴収漏
れについては、本市における緊急の重要課題として、全庁的な体制で現地調査並びに訪問
調査などを行いました。その結果、当初の予想をはるかに上回る４９８件もの徴収漏れが判明
しました。長年にわたり、適切な事務処理ができておらず、このような事態を招き、市政
に対する市民の信用を 失  墜 することとなりましたことは、誠に 遺  憾 であり、市政の責任者

しっ つい い かん

として深くお詫び申し上げます。
　今回のことを教訓に、全職員に改めて法令遵守と適切な事務処理の遂行を、また、関係
業者には適正な排水設備工事、手続きの啓発、指導を徹底し再発防止に努めてまいります。
　なお、過去に 遡 って使用料の納付をお願いしております皆様には予期せぬ多額のご負担

さかのぼ

をおかけしますが、使用料負担の公平性に格別のご理解をお願いします。
　今後は、私が先頭に立ち、公正・公平でクリーンな市政を推進し、市民の信頼回復に全
力を傾注して参ることをお約束申し上げ、お詫びの言葉とします。

　　平成２２年１０月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福知山市長

（１）未水洗家屋調査結果の概要

（２）賦課漏れとなった原因（４９８件の内訳）
　　①　排水設備使用届のないもの　　３１１件
　　　主な原因は　・排水設備工事を無資格業者が施工したもの
　　　　　　　　　・指定工事業者が施工したが届出のないもの
　　②　排水設備使用届を受けた後の事務処理上の誤りによるもの　　１８７件
　　　主な原因は　・通常の事務処理過程での事務誤りによるもの
　　　　　　　　　・担当部署の変更や電算システムの変更によるもの
　　　　　　　　　・合併時のデータ移行によるもの
（３）再発防止に向けての取り組み
　　　市政の信頼回復に向けて職員の意識改革を図り、法令遵守の徹底と事務改善により適正な事務処理に努

めます。
　　①　関係部署および関係機関との連携を強化し、賦課徴収業務および排水設備関連事務の見直しと改善を

図り、事務処理手引書を作成します。
　　②　本市指定の排水設備指定工事業者に対し、工事に関する適正な事務処理について周知徹底を図ります。

■問い合わせ先／下水道管理課（℡２３-２０８４・ＦＡＸ２４-６９２５）

下水道使用料の徴収漏れにかかるお詫び

未水洗家屋調査の概要について

備　　　考件数・金額項　　目

福知山市全域２，７８８件　　査　　件　　数調

宅内の公共マスに未接続の家屋１，４２５件
うち未接続件数

宅内に公共マスが無い家屋８６５件

既に公共マスに接続し使用されていた家屋４９８件うち賦課漏れ件数
該当者の皆様に、過去にさかのぼって使用料の支払いをお
願いする金額６９，１８３千円 遡  及  賦  課  額 

そ きゅう ふ か がく

使用されていたと推定される期間の使用料総額（賦課デー
タが無い、使用開始日が特定できないものの期間は推計）１４１，７２０千円推 定 未 賦 課 総 額

【市民の皆様へのお願い】
①　宅内の排水設備工事は必ず福知山市の指定工事業者に依頼していただき、工事に係る各種届出などの手続
きがされたことの確認をお願いします。

②　使用者は宅内の排水設備工事が完成したときは、必ず「排水設備使用届」を市に提出してください。市は
これを受けて下水道使用料の賦課徴収をすることになります。
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。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
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※
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２２
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４
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。

■
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者
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課
高
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者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）
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。

　

保
険
料
の
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め
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れ
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と
、

年
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な
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し
ま
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保
険
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に
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め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
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に
は
口
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振
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で
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で
す
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替
で
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で
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ひ
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い
。
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課
国
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金
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（
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‐
２４

７
０
５
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

6H22（2010）．10．1　広報ふくちやま

人権シリーズ  男  女 に幸せを実感し輝くまちづくりをめざして
と も

　福知山市では平成２１年８月に「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施しました。
　この調査は「男女平等」「少子化」「仕事」「高齢者の介護」「仕事と生活の調和」などについて、市民の意識や
行動などを知るために平成１１年から５年ごとに実施しています。
　男女平等についてどう思いますか？　　　男女平等について尋ねた設問では、「全体として平等である」

と感じている人が約２０％とまだまだ低い状態でした。また家庭、
雇用、地域など８つの分野のすべてにおいて「男性の方が優遇さ
れている」と回答している割合は女性の方が高く、男女の意識の
差が表れています。
　女性に対する人権侵害について尋ねた設問では、１０人に１人
が身体的暴力を受けたことがあると回答しています。ドメス
ティック・バイオレンス（ＤＶ）は固定的な性別役割分担意識
に基づく社会的・構造的問題が背景となっており、被害者のほ
とんどが女性です。
　本市では、今回の調査結果をもとに、女性の人権の尊重、固
定的性別役割分担意識の解消、ワークライフ・バランス（仕事
と生活の調和）の推進や、意思決定の場への女性の参画の推進
など、今後の取り組みを計画的にすすめるため新たな男女共同
参画計画を策定し、女性も男性も性別にとらわれずに個性や能
力を発揮できる男女共同参画社会の実現をめざします。

■人権推進室（℡２４-７０２２・ＦＡＸ２３-６５３７）

9
、全
体
と
し
て
 

8
、政
治
・
経
済
活
動
へ
の
参
加
で
は
 

7
、法
律
や
制
度
の
上
で
は
 

6
、自
治
会
や
地
域
で
は
 

5
、社
会
の
習
慣
や
し
き
た
り
で
は
 

4
、家
庭
生
活
で
は
 

3
、賃
金
や
待
遇
で
は
 

2
、雇
用
の
機
会
や
働
く
分
野
で
は
 

1
、学
校
教
育
で
は
 

●分野別の男女の地位の平等感について 
　「平等だと思う」割合 

（H21年度市民意識調査）対象者数1,600人、有効回収率51.5％ 
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年
度
の
後
期
高

２２

齢
者
医
療
保
険
料
の
支

払
い
方
法
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
便
利
な
口
座
振
替
で

割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国保
ひと口メモ

���
�

保険証の有効期限が
過ぎていませんか？
　国民健康保険の保険証の右上の有
効期限をご確認ください。
　期限の過ぎた保険証ではありませ
んか？
　有効期限を過ぎた保険証をお持ち
の人は、病院などへ行かれても医療費
を全額支払わなければなりません。
　お早めに保険課の窓口で保険証を
更新してください。

●高校生以下の人の場合
　保険課から簡易書留で保険証を送付
します。折り返し期限が過ぎた保険証を
送り返してください。

●それ以外の人の場合
　免許証などの本人確認ができるもの
と、期限が過ぎた保険証を持参のうえ、
保険課の窓口へお越しください。可能
な範囲で保険料を納付していただいた
うえで、保険証を発行します。
　代理の人が来られる時は、世帯主か
らの委任状を持参いただきますようお
願いします。
■保険課（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）
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平
成　

年
度
の
市
立
幼
稚
園
児

２３

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

５
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児

入
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保
護
者
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内
に
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、
平
成　
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４
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２
日
か
ら
平

１７
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４
月
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で
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に
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※
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集
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以
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の
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り
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平
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１
日（
月
）〜

２２

１１

　

平
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火
）

２２
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３０

保
育
料

　

月
額
７
０
０
０
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平
成　

年
２２

度
）

４
歳
児

福
知
山
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稚
園
・
昭
和
幼
稚
園
・

成
仁
幼
稚
園

入
園
資
格
／
福
知
山
幼
稚
園
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明
小
学
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区
、
昭
和
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稚
園
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昭
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小
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仁
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園
は
成

仁
小
学
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区
に
保
護
者
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み
、

平
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４
月
２
日
か
ら
平
成　

１８

１９
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４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児

申
込
方
法
・
保
育
料　

５
歳
児
の
場
合
と
同
様　
　

５
歳
児
・
４
歳
児
い
ず
れ
も
入
園

希
望
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
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預
か
り
保
育
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

（
有
料
）　

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
の
理
由
で
、

希
望
に
よ
り
、
正
規
の
教
育
時
間

終
了
後
も
引
き
続
き
園
児
を
預
か

り
ま
す
。（
各
園
で
月
曜
か
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金
曜

日
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で
の
午
後
２
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午
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４
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ま
で
）

利
用
料

・
１
時
間
に
つ
き
１
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
円

・
２
時
間
に
つ
き
１
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

・
臨
時
の
場
合
、
１
時
間
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

（
１
カ
月
最
高
３
０
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先
／
各
幼
稚
園

　「みどりのカーテン実践交流会」が厚生会館で開催され、
府内の「みどりのカーテン」の事例発表やパネル展示のほ
か、NPO法人みどりのカーテン応援団理事で教諭の菊本
るり子さんによる講演会や意見交換会もあり、最先端の事
例や「ぶどうのカーテン」などの興味深い情報など、参加者
は熱心に意見交換していました。このほか、ゴーヤダンス
の発表やゴーヤ料理が試食できるコーナー、グッズ販売な
どもあり、盛り上がりました。

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
写真（L判）を１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　男女共同参画社会の実現をめざし、平成２３年２
月に「はばたきフェスティバル」の開催を計画し
ています。
　趣旨に賛同いただける、各地域で活動されて
いる団体、個人のみなさん、ぜひ実行委員会にご
参加ください。
第１３回はばたきフェスティバル
○とき／平成２３年２月２６日（土）
○ところ／市民会館（内記三丁目）
【実行委員募集期間】
平成２２年
１１月３０日（火）まで
【昨年度の内容】
・作品展示
・講演会
　（講師： 広  岡  守  穂 さん）

ひろ おか もり ほ

・パネルディスカッション
　以前には子育てや環境などについての分科会
や男女共同参画についての参加型学習、手作り
品の販売などを行いました。
舞台や展示などの企画・運営を一緒にやりましょう！
■お問い合わせ／人権推進室男女共同参画推進
係 ( ℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３-６５３７）

第１３回はばたきフェスティバル 
実行委員募集！！ 

募集
小学
校区

募集人数
電話番号所在地幼稚

園名 4歳児5歳児

惇明２５人７０人２２-３２２７岡ノ一町福知山
昭和５０人７０人２２-３２２８北本町一区昭　和
大正７０人２２-５７５８水　　内大　正
遷喬３５人２７-４６６７石　　原遷　喬
雀部７０人２７-５６３４前　　田雀　部
成仁２５人７０人２７-６５９０平 野 町成　仁

昨年度の講演のようす

　「福知山市地域防災訓練」が由良川音無瀬橋下流河川敷
をメイン会場に実施され、台風による洪水や地震による土砂
災害が発生したという想定で、熱のこもった訓練が行われま
した。また、市内各地域でも、避難所への避難訓練などが行
われ、市民と関係機関総勢約１３，５００人の参加がありました。

緊迫の防災訓練緊迫の防災訓練

平成２２年
９月５日（日）

土砂災害による救出訓
練のようす

平成２２年
９月１８日（土）

みどりのカーテンのみどりのカーテンの
取り組みを取り組みを
一挙紹介！一挙紹介！
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？

と
き
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日
（
土
）

２２

１０

２３

午
前
８
時
〜
正
午
（
午
前
８
時
〜

８
時　

分
受
付
）

３０

と
こ
ろ
／
東
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
千
束
）

内
容
／
テ
ー
マ
「
楽
し
く
歩
い
て

筋
力
ア
ッ
プ
、
生
活
習
慣
病
を
撃

退
し
よ
う
！
」
健
康
運
動
指
導
士

に
よ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実

技
指
導　

講
師：

健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
 
長  
岡 　
 
夕  
岐  
子 
さ
ん

な
が 
お
か 

ゆ 

き 

こ

※
生
活
習
慣
病
予
防
料
理
（
野
菜

た
っ
ぷ
り
）
の
試
食
も
あ
り
ま

す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス　

東
部
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら 
経  
ヶ  
端 
城

き
ょ
う 
が 

は
な

趾
（
川
合
）
の
往
復
コ
ー
ス　

約

８
㎞

※
雨
天
の
場
合
は
、
東
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
で
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
の

で
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
民

参
加
費
／
無
料
、
事
前
申
し
込
み

不
要
。

そ
の
他
／
飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど

は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
／
東
部
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
０
９

５８

０
・　
　

‐
３
０
１
３
）

ＦＡＸ
５８

※
健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
正
し
く
楽
し

く
効
果
的
に
実
践
す
る
た
め
の

教
室
で
す
。

　

骨
粗
鬆
症
予
防
を
目
的
に
、
２

回
シ
リ
ー
ズ
で
疾
患
に
つ
い
て
学

び
、
実
際
に
運
動
や
調
理
実
習
な

ど
を
行
う
健
康
講
座
を
開
催
し
ま

す
。　　

と
き
／

１
回
目　

平
成　

年　

月　

日

２２

１０

２２

（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

２
回
目　

平
成　

年　

月　

日

２２

１１

１２

（
金
）午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
北
本
町
二
区
）

内
容
／
骨
密
度
測
定
・
運
動
実
践
、

保
健
師
・
栄
養
士
の
講
話
、
調
理

実
習

募
集
定
員
／　

人（
希
望
者
多
数

３０

の
場
合
は
抽
選
し
、全
員
に
結
果

を
送
付
し
ま
す
。）

対
象
者
／
市
民（
性
別
不
問
）

参
加
条
件
／
前
年
度
、
今
年
度
に
、

こ
の
教
室
に
参
加
し
て
い
な
い
人

原
則
２
回
と
も
受
講
で
き
る
人

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
に
て

申
込
締
切
／
平
成　

年　

月　

日

２２

１０

１４

（
木
）

そ
の
他
／
保
育
ル
ー
ム
（
定
員　
１０

人
、対
象
０
歳
〜
就
学
前
）を
開
設

し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
場
合
は
、申

し
込
み
の
際
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２

２３

７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦＡＸ
２３

　

健
康
で
丈
夫
な

健
康
で
丈
夫
な

 　

骨
づ
く
り
に

骨
づ
く
り
に

 　
　

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

取
り
組
み
ま
し
ょ
う　
！！！！

　メタボリックシンドロームの予
防のための基礎知識を身につけ、
毎日の生活を見直し、食事や運動
など生活習慣改善を実行すること
により脳血管疾患・心疾患・糖尿病
などを予防し、健康な生活を送れるようにな
ることを目的に講座を開催します。
とき・ところ・内容／

いずれも午後１時３０分～３時３０分
対　象／福知山市民（原則４０歳～７４歳）
定　員／各２０人
参加費／無料
申し込み方法／電話・ＦＡＸまたは直接窓口に

て東部保健福祉センターまで
　　　　　　　（℡５８‐２０９０・ＦＡＸ５８‐３０１３）
締め切り／１クール　平成２２年１１月１０日（水）
　　　　　２クール　平成２２年１１月１８日（木）

内　　容
２クール
六人部コミュニ
ティセンター

１クール
東部保健福祉
センター

知識編「知っておきた
いメタボの基礎知識」
～正しい知識と、まず自
分のからだを知ろう～

平成２２年
１１月２５日
（木）

平成２２年
１１月１７日
（水）

運動編１「消費エネル
ギーを増やすために
は？」
～日常生活の中でもっ
とからだを動かそう～

平成２２年
１２月１７日
（金）

平成２２年
１２月１３日
（月）

栄養編　「メタボにな
らない食生活とは？」
～食生活で内臓脂肪を
減らそう～

平成２３年
１月２０日
（木）

平成２３年
１月１４日
（金）

運動編２「運動はやは
り継続が大切！」
～自分に合った運動で
着実に効果をあげよう～

平成２３年
２月２１日
（月）

平成２３年
２月１７日
（木）

参加者
募 集

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

の
お
知
ら
せ

「今日から始める
　ＮＯ！メタボ大作戦講座」

２回で マスター！！ 

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う 
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市
不
妊
治
療
費
の
助
成　
　

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
１
年
以
上
、
府
内
に
継
続

し
て
居
住
し
、
医
療
保
険
適
用
の

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦

※
本
市
に
住
所
が
あ
る
期
間
の
み

助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

内
容
／
不
妊
治
療
費
（
保
険
診
療

費
）
の
自
己
負
担
金
の
２
分
の
１

を
助
成
し
ま
す
。

※
１
年
度
に
つ
き
３
万
円
ま
で
。

※
年
度
ご
と
の
申
請
で
す
。

※
申
請
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
１
年

以
内
の
治
療
費
に
限
り
ま
す
。

　
　

平
成　

年
度
診
療
分（
平
成

２１

　

年
３
月
末
ま
で
）で
、申
請
が

２２ま
だ
の
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
に
医

療
機
関
証
明
書
を
添
え
て
、
各
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
申
請
書
・
医
療
機
関
証
明
書
は
、

各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く

ら
し
の
ガ
イ
ド→

健
康
・
福
祉

→

母
と
子
の
健
康→

不
妊
治
療

費
助
成
事
業
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
中
央
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
〒

６
２
０
‐
０
０
４
２　

福
知
山
市

字
天
田（
北
本
町
二
区
）　

‐
１　

３５

℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９

２３

ＦＡＸ
２３

９
８
）

■
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
三

和
町
千
束　

℡　

‐
２
０
９
０
・

５８

　
　

‐
３
０
１
３
）

ＦＡＸ
５８

■
西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
夜

久
野
町
額
田　

℡　

‐
１
２
３

３７

４
・　
　

‐
１
２
４
３
）

ＦＡＸ
３７

■
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
大

江
町
河
守　

℡　

‐
２
６
２
０
・

５６

　
　

‐
２
０
１
８
）

ＦＡＸ
５６

府
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
・ 
顕  
微 
授
精
）
を
受
け
て

け
ん 

び

い
る
人
に
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

助
成
額
は
１
回
の
治
療
に
つ
き

　

万
円
ま
で
で
、
年
度
あ
た
り
２

１５回
を
限
度
に
申
請
で
き
ま
す
。

※
助
成
に
つ
い
て
は
所
得
制
限

（
夫
婦
合
算
の
所
得
が
７
３
０

万
円
未
満
）な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
京
都
府
中
丹
西
保
健

所
保
健
室（
℡　

‐
６
３
８
１
）ま
で

２２

１０月の肺がん結核検診のお知らせ
＊申し込み不要　直接会場へお越しください。
　問診票は、会場に用意しています。
費　用／無　料（たんの検査　５００円）
対　象／４０歳以上の市民
注意事項／最後の胸部レントゲン検査から６カ月

以上は間隔をあけてください。
　　　　　妊娠中・妊娠の可能性のある人は受

けられません。
■お問い合わせ／西部保健福祉センター

（℡３７‐１２３４・ＦＡＸ３７‐１２４３）

受付時間会　　場月　日

 ９：３０～ ９：４５山中公民館（山中）

平成２２年　　
１０月２２日（金）

１０：００～１０：１５大油子公民館（大油子）

１０：３０～１０：４５下千原公民館（下千原）

１１：１０～１１：２５今里公民館（今里）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
を
！ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
を
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
を
！ 

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
の
く

し
ゃ
み
や 
咳 
、 
痰 
な
ど
で
吐
き
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ

せ
き 

た
ん

と
に
よ
っ
て
、
人
か
ら
人
へ
と
感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
低
い
温
度
や
湿
度
を
好
み
、
冬
の
寒
い
時
期
に
大
流
行
し
ま
す

が
、
昨
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
夏
に
流
行
す
る
こ
と

も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

【
予
防
の
た
め
の
注
意
事
項
】

①
流
行
時
期
に
、
人
ご
み
の
中
に
外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
後
に
は
「
う
が
い
」「
手
洗
い
」
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
入
浴
後
の
「
湯
冷
め
」
に
よ
る
、
体
温
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、

「
熱
め
」
の
お
湯
で
の
長
時
間
の
入
浴
は
避
け
、
入
浴
後
は
な
る
べ

く
早
く
床
に
つ
き
ま
し
ょ
う
。

④
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
用
い
て
、
適
度
な
湿
度
を
保
つ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
自
分
の
体
の
免
疫
力
（
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
や
っ
つ
け
る
力
）
を
高

め
る
た
め
、
睡
眠
・
休
養
・
栄
養
も
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、今
年
度
の

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
混
合
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

別
々
に
予
防
接
種
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。経
済
的
に
も
身

体
的
に
も
負
担
が
最
小
限
と
な
り
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の

た
め
に
、も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
か
な
？
と

感
じ
た
ら
、
他
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
福
知
山
医
師
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
推
進
室（
℡　

‐
２
７
８
８
・

２３

　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦAX
23
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中心市街地・空き店舗等ストックバンクをご活用ください！ 中心市街地・空き店舗等ストックバンクをご活用ください！ 中心市街地・空き店舗等ストックバンクをご活用ください！ 
空き店舗等ストックバンクについて 
　市では、中心市街地における空き店舗等（空き店舗、
空き地および駐車場）の有効活用による商業振興と
地域活性化を図るため、福知山市のホームページに「空
き店舗等」の情報を掲載します。 
　中心市街地エリアに空き店舗等を所有し、賃貸・売
買を希望される人に登録いただいた情報を中心市街
地の空き店舗等をお探しの人に提供します。 

空き店舗等の登録条件 
　次の空き店舗等で下記の登録条件のすべてに該
当する場合とします。 

①福知山市中心市街地にある空き店舗・空き駐車場 
②福知山市中心市街地にある駐車場として利用可
能な空き地 

　■登録条件 
①抵当権などその他所有権以外の権利の設定がな
い物件であること 
　ただし、登録に関して関係者の承諾が得られている
ときは、この限りではありません。 
②所有者全員から登録に関する承諾が得られている
こと 
③空き店舗等の売買および賃貸を生業としない人の
所有であること 
④集団的に、または常習的に暴力不当行為を行うお
それのある組織の構成員等でないこと 

※登録は情報提供者からの登録取消しの申し出が無い限り、
引き続き行われます。なお、登録期間中も登録された空き店
舗等の利用や処分は自由に行えます。 

利用を希望される人の登録条件 
　下記のすべてに該当する人とします。 
①自ら空き店舗等を活用して商業を営むことで、地域
の活性化に寄与しようとする人 
②空き店舗等の転売および賃貸を目的としない人 
③集団的に、または日常的に暴力不当行為を行うおそ
れのある組織の構成員等でない人 
④空き店舗等登録者と良好な関係を築ける人 

空き店舗等ストックバンクの流れ 

※中心市街地とは 
　福知山市中心市街地商業等活性化基本計画により定められた区域か
ら準工業地域を除いた区域 

■お問い合わせ先／商工振興課 
TEL２４-７０７５・FAX２３-６５３７ 
Eメール syoukou@city.fukuchiyama.kyoto.jp 
ホームページ http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp

農山村地域空き家情報バンク制度もご活用ください 
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商
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会
議
所

工
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昭
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小
学
校

昭
和
小
学
校 

商
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会
議
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広
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交
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保
健
セ
ン
タ
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中
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勤
労
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福
祉
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京
都
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福
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総
合
庁
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末広公園 

西駅公園 

市
役
所 

市
民
会
館
 

惇
明
小
学
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●  

●  

三段池公園 

駅前交番 

ま
ち
か
ど
ラ
ボ
 

治
水
記
念
館
 

9

御霊 
公園 

55

24

55

弘
法
川
 

法
川
 

西
川
 

伯耆丸公園 伯耆丸公園 

由良川猪崎 
河川敷運動広場 

厄除神社 

JR・KTR福知山駅 

由
 良
 川
 

福知山郵便局 

福知山城 
丹波生活衣館 

JR福知山線 

中心市街地116ha

　農山村地域への定住促進と、地域の活性化を図るこ
とを目的として、定住または定期的に滞在することを希望
する人に、空き家・空き地の情報を提供しております。また、
農山村地域に空き家を所有し、賃貸・売買を希望する人

は所有者登録をしていただきますと、利用希望者に情報
提供させていただきますのでご活用ください。 
■詳しくは農林商工部農林管理課計画係 
　（℡２４－７０４１・FAX２３－６５３７)まで 

農山村地域空き家情報バンク制度もご活用ください 農山村地域空き家情報バンク制度もご活用ください 

昭
和
小
学
校

昭
和
小
学
校 

昭
和
小
学
校 

空
き
店
舗
等
の
所
有
者 

福知山市 

空き店舗等 

ストックバンク 

空
き
店
舗
等
の
利
用
希
望
者 

現地確認調査 

空き店舗等の情報登録申請 

空き店舗等登録通知 

空き店舗等の情報の公開 

利用希望者登録申請 

詳細情報の提供 

契約交渉・契約（市は関与しません） 

広報・周知 広報・周知 
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
９
月　

日
号
で
掲
載
し
ま
し
た「　

月
相
談
あ
ん
な
い
」に
つ
い
て
、「
心
の
電
話

１５

１０

相
談
」の
日
時
を
変
更
い
た
し
ま
す
。■
人
権
推
進
室（
℡　

‐
７
０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

２３

 

 

 

と
き
／
平
成　

年　

月
３
日
（
水
・

２２

１１

祝
）
午
前
９
時　

分
集
合

３０

雨
天
中
止
の
可
否
決
定
は
午
前
７

時コ
ー
ス
／
「
宮
津
・
天
橋
立
周
回

コ
ー
ス
」
約　

㌔
㍍

２０

宮
津
市
島
崎
公
園
〜
文
殊
〜
阿
蘇

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
（
休
憩
）
〜

府
中
〜 
籠 
神
社
（
昼
食
・
休
憩
）

こ
の

〜
天
橋
立
〜
宮
津
市
島
崎
公
園

対
象
／
市
民
（
健
康
で
長
距
離
を

無
理
な
く
歩
け
る
人
。）

参
加
料
／
無
料

持
ち
物
・
服
装
／
昼
食
・
水
筒
・

タ
オ
ル
・
雨
具
・
帽
子
・
歩
き
な

れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

参
加
方
法
／
事
前
の
申
込
不
要

※
直
接
集
合
場
所
に
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

集
合
場
所
／
宮
津
市
島
崎
公
園

■
問
い
合
わ
せ
／

生
涯
学
習
課
社
会

体
育
係
（
℡　

‐
２４

７
０
６
９
）

 

　

都
市
緑
化
植
物
園
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　

秋
な
ら
で
は
の
展
示
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
／

　

平
成　

年　

月　

日（
土
）〜

２２

１０

２３

　

平
成　

年　

月
３
日（
水
・
祝
）

２２

１１

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

 
大
文
字
草
と
山
野
草
展

共
催
／
福
知
山
山
野
草
の
会
、
都

市
緑
化
植
物
園

展
示
内
容
／ 
可  
憐 
な
大
文
字
草
と

か 
れ
ん

野
趣
あ
ふ
れ
る
山
野
草
の
数
々
を

展
示
し
ま
す
。

入
園
料
／
お
と
な
３
１
０
円
、
こ

ど
も
（
４
歳
〜
中
学
生
）
１
５
０

円
（
税
込
み
）

 
菊　

花　

展

共
催
／
福
知
山
菊
花
同
好
会
、
都

市
緑
化
植
物
園

展
示
内
容
／
大
菊
の
３
本
仕
立
て
、

 
懸  
崖 
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
立
て

け
ん 
が
い

方
の
菊
を
展
示
し
ま
す
。

入
園
料
／
無
料

■
都
市
緑
化
植
物
園
（
℡　

‐
６

２２

６
１
７
・　
　

‐
６
６
２
９
）

ＦＡＸ
２２

　本市では、福知山駅付近連続立体交差事業、福知山駅周辺土地区画整理事業などの都市基盤整備の効果を
より高めるため、福知山駅周辺における「まちづくりの目標」「目標を定量化する指標」「目標達成のために実
施する事業」などを記載した都市再生整備計画を策定して、平成１８年度からさまざまな事業に取り組んでき
ました。
　このたび、５カ年の計画期間満了を迎えるにあたり、都市再生整備計画に記載された目標、事業などにつ
いて事後評価を実施します。事後評価に関する資料は、平成２２年１０月２０日（水）から平成２２年１１月４日（木）ま
で情報コーナー、都市計画課、福知山駅周辺整備課で配布するほか、ホームページにも掲載します。
　つきましては、この事後評価原案に対する市民の皆さまのご意見をお伺います。
　平成２２年１１月５日（金）までに配布課へＦＡＸ・郵送または持参いただくか、Ｅメール ekisyu-s@city. 
fukuchiyama.kyoto.jpでお願いします。様式は問いません。

■都市計画課計画推進係（℡２４-７０５１・FAX２３-６５３７）
■福知山駅周辺整備課 ( ℡２４-７０５５・FAX２３-６５３７)  

都市再生整備計画事業（旧まちづくり交付金事業）事後評価原案への意見募集について

秋
の
市
民
歩
け
歩
け
大
会

とき／平成２２年１０月２４日（日）
　　　午後１時～３時
ところ／武道館（猪崎）
来福選手／ 穴  井  隆  将 選手・ 福  岡  政  章 選手

あな い たか まさ ふく おか まさ あき

　　　　　 塚  田  真  希 選手・ 西  田  優  香 選手
つか だ ま き にし だ ゆ か

イベント内容
　選手による技の披露、握手会、プレゼン
ト抽選など
※イベントに先立ち、正午～午後０時３０分
まで写真撮影もあります。
■問い合わせ先／（財）福知山市体育協会

（℡２２-４６５７）

 穴  井  隆 将   選手
あな い たか まさ

世界選手権２０１０東京大会１００㌔㌘ 級優
勝、柔道ワールドマスターズ２０１０スウォン
大会優勝、グランドスラム・パリ２００９優勝

 塚  田  真 希   選手
つか だ ま き

世界選手権２０１０東京大
会７８㌔㌘ 超級第３位、グ
ランドスラム・モスクワ
２０１０優勝、同２００９優勝、
北京五輪２００８第２位、ア
テネ五輪２００４優勝

 福  岡  政 章   選手
ふく おか まさ あき

グランドスラム・パリ２０１０
第３位、グランドスラム・
東京２００９優勝、ロシア国
際２００８優勝

 西  田  優 香   選手
にし だ ゆ か

世界選手権２０１０東京大会
５２㌔㌘ 級優勝、グランドス
ラム・モスクワ２０１０優勝

参 加 無 料 

参 加 無 料 

だ
い
も
ん
じ
そ
う　
　
 
さ
ん

や

そ
う

き
っ　
　
 
か

心
の
電
話
相
談

日
時
変
更
の
お
知
ら
せ

FAX

変
更
前　

平
成　

年　

月
９
日（
土
）午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

‐
７
０
８
５

２２

１０

２４

変
更
後

平
成　

年　

月　

日（
土
）午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

‐
７
０
８
５

２２

１０

１６

２４
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住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
１
年
間

で
約
１
割
の
急
減　
!!

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
た
住
宅
火
災
の
う
ち
４
割
は
警
報

器
で
火
災
に
気
づ
く　
!!

（
平
成　

年
６
月
時
点
の
全
国
統
計
よ
り
）

22

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
、
消
防
署
に
加
え
、
次
の
日
程
で
開

設
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
平
成　

年　

月　

日（
月
）

２２

１０

２５

　

大
江
町
総
合
会
館（
河
守
）　

▼
平
成　

年　

月　

日（
水
）

２２

１０

２７

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
夜
久
野
町
下
町
）

▼
平
成　

年　

月　

日（
金
）

２２

１０

２９

　

三
和
支
所（
千
束
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

※
高
齢
者
の
一
人
暮
し
な
ど
で
、
取
付
け

に
お
困
り
の
時
は
、「
取
り
付
け
お
助
け

隊
」
が
伺
い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、平
成　

年
5

23

月　

日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な

31
り
ま
せ
ん
。全
国
の
普
及
率
は　
・
４
㌫
、

５８

本
市
は　
・
１
㌫
で
す
。大
切
な
家
族
と

６３

財
産
を
守
る
た
め
、早
期
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。市
で
は
、煙
式
の
警
報
器

の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・
�　

‐
５
４
５
８
）

23

22

　

京
都
府
で
は
、
平
成　

年　

月
か

22

10

ら　

月
に
、
近
畿
圏
に
お
い
て
「
交

11
通
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
福
知
山

市
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
み
な
さ
ま
の
一
日

の
動
き
（
目
的
地
、
手
段
、
所
要
時

間
な
ど
）
に
つ
い
て
回
答
い
た
だ
く

も
の
で
、
調
査
結
果
は
、
今
後
の
都

市
・
地
域
の
交
通
計
画
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
、
防
災
計
画
な
ど
の
基
礎
資

料
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

 

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

調
査
方
法
／
①
無
作
為
抽
出
世
帯
へ

の
調
査
票
の
送
付

　

②
W
E
B
調
査
（
ど
な
た
で
も
回

答
い
た
だ
け
ま
す
。
）

■
京
阪
神
都
市
圏
交
通
計
画
協
議
会

（
京
都
府
、
国
土
交
通
省
ほ
か
）

（
℡
０
１
２
０
‐
９
１
７
‐
６
７
１
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
s://k

in
k
i

‐pt.jp
/

）

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器

相
談
窓
口

　国土交通省では、都道府県、政令指定都市およ
び高速道路会社と連携して、平成２２年９月から１１
月にかけて、全国道路・街路交通情勢調査「道路
交通センサス」を実施します。
　この調査は、いわば道路に関する国勢調査と
して、昭和３年からおおむね５年間隔で実施して
いる全国的な規模の調査で、調査結果は、将来の
道路計画や都市計画などを策定するための貴重
な資料となります。
　アンケート調査は、全国の自動車をお持ちの
人の中から無作為に抽出された人のご家庭に、
調査員が訪問して行いますので、調査へのご協
力をよろしくお願いします。
■問い合わせ先／国土交通省近畿地方整備局
　　　　　　　　京都国道事務所調査課
（℡０７５-３５１-３３００・ホームページ http://www.mlit.
go.jp/road/h22census/）

～快適な道路利用のための調査です～ 

《屋外広告物を表示または掲出する場合、
許可が必要です》

　屋外広告物を表示し、または掲出物件を設置しようとする
場合は、屋外広告物許可申請書を市長に提出し、許可を受け
てください。
※「屋外広告物」とは・・・常時または一定の期間継続して屋外
で公衆に表示されるものをいい、「看板」「立看板」「はり紙」
「はり札」「広告塔」「広告板」などを建物やその他の工作物
などに掲出・表示またはこれらに類するものをいいます。

（許可を受ける際の提出書類）
①屋外広告物許可申請書（２通）
②添付書類
　（１）許可申請書を補足する図面（位置図、取付図、設計図

（意匠図）など）
　（２）土地、建物などの使用承諾書（他人の所有または管理

する土地、建物などに掲出する場合）
■問い合わせ先／都市計画課（℡２４-７０５１・ＦＡＸ２３-６５３７）

近近近近近近近近近近近近近近近近
畿畿畿畿畿畿畿畿畿畿畿畿畿畿畿畿
圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏
交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通
実実実実実実実実実実実実実実実実
態態態態態態態態態態態態態態態態
調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査
にににににににににににににににに

近
畿
圏
交
通
実
態
調
査
に

ごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力
をををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいい
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす
。。。。。。。。。。。。。。。。

　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《屋外広告業を営もうとする
場合は、京都府知事登録が
必要です》 　　　　　　
　平成１８年４月１日から京都府内（京都
市域を除く）で屋外広告業を営もうとす
る場合は、屋外広告業の京都府知事登録
が必要です。
※「屋外広告業」とは広告主から屋外広
告物の表示または広告物を掲出する
物件の設置に関する工事を請け負い、
屋外で公衆に表示することを業とし
て行う営業をいいます。
■問い合わせ先／
　京都府建設交通部都市計画課
（℡０７５-４１４-５３２８・ＦＡＸ０７５-４１４-５３２９）

今
年
は
、
民
家
や
裏
山
の
柿
木
な
ど
で
の
ク
マ
の
出
没
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
散
歩
や
山
に
入
る
と
き
は
注
意
す
る

と
と
も
に
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
鳴
る
も
の
を
持
っ
て
外
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

■
林
業
振
興
課（
℡　

‐
７
０
４
７
）

２４

ク
マ
の
出
没
に
注
意　
！！
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市
で
は
、
お
と
な
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う

と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
こ

と
を
目
的
に
、「
福
知
山
市
成
人

式
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
平
成　

年
１
月
９
日（
日
）

２３

　

受
付　

午
後
１
時　

分
〜

３０

　

開
式　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
総
合
体
育

館
（
猪
崎
）　

対
象
／
平
成
２
年（
１
９
９
０
年
）

４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年（
１
９

９
１
年
）４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
人 

※
住
民
票
の
有
無
や
国
籍
に
関
係

な
く
、
年
齢
が
該
当
す
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
会
場
２
階
に
観
覧
席
を
設
け
ま

す
の
で
、
ご
家
族
や
お
知
り
合

い
の
人
も
一
緒
に
新
成
人
を

祝
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。（
※

観
覧
席
は
上
履
き
が
必
要
）

■
生
涯
学
習
課（
℡　

‐
７
０
６

２４

４
・　
　

‐
４
８
８
０
）

ＦＡＸ
２４

1
0
0
人
追
加
募
集
！

福
祉
・
介
護
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内

▼
福
祉
職
場
未
経
験
の
人
や
、
福
祉

施
設
や
仕
事
内
容
に
つ
い
て
知
り
た

い
人
へ
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

参
加
費
無
料
で
す
。

と
き
／
平
成　

年　

月　

日
（
水
）

２２

１０

２０

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

と
こ
ろ
／
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ

（
篠
尾
新
町
一
丁
目　
　

エ
ー
ス
ビ

１４

ル
３
階　

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部

サ
テ
ラ
イ
ト
内
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都

ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
福

祉
人
材
カ
フ
ェ
（
℡　

‐
３
８
７
８
・

２２

　
　

‐
３
８
８
８
）

ＦＡＸ
２２

〜
京
都
府
介
護
・
福
祉
人
材
づ
く
り

派
遣
事
業
（
第
２
次
募
集
）
〜

【
介
護
職
を
め
ざ
す
人
へ
】

求
職
者
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
介
護
・
福
祉
事
業

所
で
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
な
ど
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
、
就
職
を
め
ざ

す
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今

回
さ
ら
に
１
０
０
人
の
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
求
職
者
向
け
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

「
京
都
府
介
護
・
福
祉
人
材
づ
く
り

派
遣
事
業
」
と
は
？

　

介
護
・
福
祉
事
業
所
で
半
年
間
派

遣
職
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
介
護
資

格（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）の
取
得

が
で
き
ま
す
。「
紹
介
予
定
派
遣
」で

す
の
で
、派
遣
期
間
修
了
後
も
、働
き

手
と
事
業
所
の
双
方
が
合
意
す
れ
ば
、

職
員
と
し
て
直
接
雇
用
さ
れ
ま
す
。

派
遣
期
間
中
の
給
与

（
資
格
無
）
時
給
１
、
１
５
０
円

（
資
格
有
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
））

　
　
　
　
　

時
給
１
、
２
５
０
円

説
明
会
の
日
時
・
場
所

と
き
／
平
成　

年　

月　

日（
水
）

２２

１０

２０

　

午
後
１
時
〜
、
午
後
３
時
〜

※
こ
の
ほ
か
に
も
説
明
会
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。　　
　

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館
３
階　

号
３２

室
（
内
記
二
丁
目
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
マ
ン
パ

ワ
ー
･
ジ
ャ
パ
ン（
株
）京
都
支
店

（
京
都
府
か
ら
の
委
託
先
）

℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
２
０
３
０
採

用
係
（
受
付：

月
〜
金
）

「「「「「「「「「「「「「
福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
・・・・・・・・・・・・
介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護
のののののののののののの

福
祉
・
介
護
の

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事
っっっっっっっっっっっっ
てててててててててててて
？？？？？？？？？？？？
」」」」」」」」」」」」

　

仕
事
っ
て
？
」

入門編

平成２２年成人式のようす

 　　有有料料広広告告のの募募集集！！　　 
　市が市民税・府民税申告書を発送する
際に使用する「市民税・府民税申告書用の
窓明封筒」に掲載する広告を募集します。
封筒の体裁／長３号
印刷枚数／６，０００枚
発送時期／平成２３年１月
発送先／市内
広告枠数／４枠（封筒裏面）
広告料／１枠あたり６，０００円以上
サイズ／１枠あたり縦５．０㌢×横８．０㌢
募集期限／平成２２年１０月２２日（金）午後５時まで
応募資格／市内に事業所を有する法人、個人
事業者など。
申込方法／申込書、広告見本などを持参して
ください。
決定方法／広告内容が適切であるかの審査の
うえ、提案された掲載料の高い順に決定しま
す。１者で２枠以上掲載も可能です。

■申込・問い合わせ先／税務課　　
（℡２４-７０２４・ＦＡＸ２３-６５３７）

福知山駐屯地創立６０周年記念行事開催！
●市内パレード・音楽演奏・装備品展示
　とき／平成２２年１０月３０日（土）午後１時５５分～午後２時３５分
　ところ／広小路通り・御霊公園
●記念式典
　とき／平成２２年１０月３１日（日）午前９時～午後３時
　ところ／福知山訓練場および福知山駐屯地内
　内容／観閲式、空挺降下、関西外国語大学チアリーディング部「パイ
レーツ」演技、模擬戦、６０年の歩みパネル展、「三浦歩ステージ」子ど
も広場、焼きそばなどの模擬店ほか。
　駐車場／ハローワーク南側（東羽合町）約４００台

■陸上自衛隊福知山駐屯地（℡２２-４１４１）

調査票の記入はお済みですか？
　国勢調査の調査票をまだ記入されていない人
は、速やかに記入の後、担当地区の調査員に提出
していただくか、調査票と同封の郵送提出用封
筒にて福知山市役所まで送付してください。
　国勢調査へのご協力をお願いいたします。

■総務課（℡２４-７０３６・ＦＡＸ２３-６５３７）

平成２２年１０月１日　

国勢調査 2010

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、来
年
７
月　

日
ま
で
に
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
地
デ
ジ
）に
変
わ
り
ま
す
。地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問
い
合
わ
せ
は
、

２４

デ
ジ
サ
ポ
京
都（
℡
０
７
５
‐
２
５
３
‐
０
８
１
７
・　

０
７
５
‐
２
５
３
‐
０
８
１
８
）・
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
℡
０
７
５
‐
３
３
０
‐
３
０
３
０
）ま
で

ＦＡＸ

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内



 

と
き
／
平
成　

年　

月　

日
（
日
）

２２

１０

３１

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

と
こ
ろ
／
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
前
（
メ

イ
ン
会
場
）
お
よ
び
大
江
山
酒
呑

童
子
の
里
（
サ
ブ
会
場
）

内
容
／
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
・
岩
崎 
鬼  
剣  
舞 
（
岩
手
県
北

お
に 
け
ん 
ば
い

上
市
）
や
酒
呑
童
子
、 

源  
頼  
光 
、

み
な
も
と 
の
よ
り 
み
つ

 
坂  
田  
金  
時 
な
ど
に
扮
し
て
練
り
歩

さ
か 
た
の 
き
ん 
と
き

く
「
鬼
武
者
行
列
」
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
大
江
山
酒
呑

童
子
祭
り
実
行

委
員
会
（
観
光

振
興
課
内　

℡

　

‐
７
０
７

２４６
）

　

福
知
山
環
境
会
議
で
は
、
森
林

環
境
整
備
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
自
然
の
恩
恵
を
感
じ

ら
れ
る
体
験
活
動
と
し
て
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
平
成　

年　

月
６
日
（
土
）

２２

１１

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

集
合
場
所
／
芦
田
均
記
念
館
（
宮
）

内
容
／
午
前
９
時　

分
受
付

３０

　

午
前　

時
〜
森
林
整
備
活
動
講

１０

演
会
（
講
師：

京
都
府
中
丹
広
域

振
興
局
職
員
）

　

午
後
１
時
〜
椎
茸
用
ほ
だ
木
の

伐
採
作
業（
中
六
人
部
地
内
・
庵
戸

山（
通
称：

よ
う
ど
や
ま
）
に
て
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で

高
校
生
以
上

募
集
定
員
／　

人
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物
／
手
袋
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

作
業
が
で
き
る
服
装
・
靴
、
弁
当

参
加
費
／
４
１
０
円（

傷
害
保
険
料
）

募
集
期
間
／
平
成　

年　

月
８
日

２２

１０

（
金
）〜
平
成　

年　

月
１
日（
月
）

２２

１１

申
込
方
法
／

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
必

要
事
項
（
住
所
・
名
前
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
）
を
連
絡
。

そ
の
他
／
今
後
は
、
椎
茸
づ
く
り

な
ど
定
期
的
な
活
動
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
次
回
以
降
の
参
加

も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
環
境

政
策
室
環
境
計

画
係
（
℡　

‐
２２

１
８
２
７
・

　
　

‐
４
８
８

ＦＡＸ
２２

１
）
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福知山市納付相談のおしらせ
　京都地方税機構　中丹地方事務所職員による、
市税・国民健康保険料の納期を
過ぎた人の納付相談を行います。
と　き／平成２２年１０月２９日（金）
　　　　午前９時～午後４時
ところ／市役所２階　税務課（内記三丁目）
　詳細については京都地方税機構　中丹地方事
務所（℡５６-０３４０・ＦＡＸ５６-０７４０）にお問い合わせくだ
さい。

家屋（新築・増築）の実地調査について
　平成２２年１月２日から平成２３年１月１日までの間に新築・増築
された家屋は、平成２３年度から固定資産税・都市計画税が課税さ
れます。実地調査については、税務課より事前に通知し、日程調整
をした日に、固定資産評価補助員証を携行した職員がお伺いしま
すので、ご協力をお願いします。
　なお、次に該当する場合は税務課まですみやかにお届けくださ
い。
①登記家屋を取り壊され、年内に滅失登記ができない場合
②未登記の家屋を売買などにより譲渡された場合
③未登記の家屋を新築・増築または取り壊された場合

■問い合わせ先／税務課資産税係（℡２４-７０２５・ＦＡＸ２３-６５３７）

主催／（社）福知山市文化協会　　出演者／ＡＵＮほか
ＡＵＮ　プロフィール／ 井  上  良  平 ・公

いの うえ りょう へい こう

    平 の双子ユニット。高校卒業と
へい

同時に世界に和太鼓を広めた「鬼太鼓座（おんでこざ）」に入座。座の中
心的プレイヤーとして１２年間、世界各地で公演活動を行う。　２００１年、新しい表現を求めて、「ＡＵＮ」を結成。
和楽器とエレクトロニックを融合した新たなオリジナル・サウンドを追求し続けている。２００８年１２月にＡＵ
Ｎを中心に和楽器界で活躍する若手メンバーが集結。「和楽器をかっこよく、わかりやすく」をテーマに活動。
今年６月２９日（火）に日本人としては初めてフランスの世界遺産モン・サンミッシェル内修道院でライブを開
催。９月７日（火）には上海万博で公演。スタジオジブリアニメの楽曲や桜を扱ったＪ－ＰＯＰの名曲のカバー
も行っている。
開催日時／平成２２年１０月２０日（水）　開場：午後６時３０分　　開演：午後７時
開催場所／厚生会館大ホール（西中ノ町）
入場券／前売り券　指定席２，５００円・自由席２，０００円
　　　　※当日券は各５００円増
販売方法／プレイガイドによる窓口販売
取扱窓口／オクムラ楽器、福島文進堂サンライズ店、光陽堂楽器、三字屋楽器店、
喫茶ぽぷら（中丹勤労者福祉会館内）、（社）福知山市文化協会事務局

■（社）福知山市文化協会（℡２２-５５９４・ＦＡＸ２５-３８７５・Ｅメール qq５５４h４９＠ air.ocn.ne.jp

第　

回
大
江
山
酒
呑
童
子
祭
り

２９里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
習
会
を
開
催

FAX

　

月
１
日（
月
）は
、市
・
府
民
税（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
分
・
第
３
期
分
）、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
５
期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
４
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

１１■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
）■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

２４

２３

１０月２０日（水）開催

（社）福知山市文化協会・法人設立１３周年特別事業 （社）福知山市文化協会・法人設立１３周年特別事業 
アウン ジェイ ライブ 

井上　公平 井上　良平

岩手県北上市の岩崎 鬼  剣  舞 
おに けん ばい
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ビ
ン
ち
ゃ
ん　

長
か
っ
た
残
暑
も
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
、

野
山
に
も
秋
の
気
配
が
漂
っ
て
き
た
な
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

今
年
の
夏
は
「
ナ
ラ
枯
れ
」
の
被
害
が
目

立
っ
た
の
で
、紅
葉
の
彩
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
や
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

と
こ
ろ
で
カ
ン
ち
ゃ
ん
。
森
林
の
木
を
切
っ

て
使
う
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
に
結
び
つ
く
と
考
え
て
い

る
人
が
多
い
と
聞
く
け
ど
、ど
う
思
う
？

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
や
な
あ
。地
球
温
暖
化
は
、
大
気
中

の
C　

と
か
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
る
こ
と
で
進
行
す

る
け
ど
、
木
材
を
燃
や
す
な
ど
し
て
出
る
C　

の
量
は
、

木
が
成
長
す
る
と
き
に
大
気
中
か
ら
吸
収
し
た
量
以
上

に
は
排
出
さ
れ
へ
ん
さ
か
い
に
、
新
た
な
木
を
育
て
て
た
ら

大
気
中
の
C　

の
全
体
量
は
増
え
へ
ん
の
や
な
い
か
な
あ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
の
と
お
り
。
そ
の
こ
と
を
「
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
い
う
ん
や
。大
切
な
こ
と
は
伐
採
し
た
と

こ
ろ
に
は
新
し
く
木
を
植
え
る
こ
と
や
な
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

日
本
は
、
国
の
面
積
の
７
割
を
森
林
が
占

め
と
る
け
ど
、使
っ
て
る
木
材
の
約
３
／

４
は
、外
国
か
ら
輸

入
さ
れ
と
る
っ
て
聞
く
し
。
木
材
は
国
内
で
生
産
で
き
る

数
少
な
い
資
源
や
の
に
、も
っ
と
上
手
に
使
え
ん
の
か
な
あ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

最
近
は
、
国
産
材
の
自
給
率
も
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
る
し
、
森
林
保
全
活
動
に
力
を
入
れ
る
企

業
や
団
体
な
ど
も
多
い
ん
や
っ
て
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
は
よ
い
こ
と
や
な
。
機
会
が
あ
れ
ば

活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
な
ぁ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　
「
丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
」
が
誕

生
し
た
福
知
山
も
森
林
資
源
が
豊
富
や
し
、「
里
山
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
習
会
」に
つ
い
て
、
今
月
号
の　

㌻
に
載
っ
て
る

１４

し
、一
緒
に
参
加
し
て
み
い
へ
ん
か
！

カ
ン
ち
ゃ
ん　

了
解
！

平
成　

年　

月
５
日（
金
）、６
日（
土
）、京
都
市
内
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
財
務
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。京
都
府
警
察
で
は
、テ
ロ
な
ど
の
未
然
防
止
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

２２

１１

府
民
の
皆
様
の「
情
報
提
供
」や「
検
問
」「
マ
イ
カ
ー
自
粛
」な
ど
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。■
京
都
府
福
知
山
警
察
署（
℡　

‐
０
１
１
０
・　
　

‐
０
１
６
５
）

２２

ＦＡＸ
２４

◆
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

　来年の国民文化祭・盆踊りフェスティバル本
番を前に、北近畿地方の有名な芸能団体が一堂
に会します。ぜひ各地域に伝わる 勇  壮 で 荘  厳 な

ゆう そう そう ごん

技をご覧ください。なお、フィナーレで「福知
山踊り総踊り」を踊るドッコイセ踊り隊への加
入団体も募集しています。
日時：平成２２年１０月１７日（日）
　　　午後１時３０分開演
　　　（午後０時３０分開場）
場所：三段池公園総合体育館
　　　メインアリーナ（猪崎）
入場料：無料
事前予約：不要
　　　　　（当日直接会場へお越しください。）
出演団体（出演順（予定））：
①正調・福知山踊り
②舞鶴小唄（舞鶴市）
③上川合扇踊り（三和町）

④浜坂 麒  麟 獅子舞（兵庫県新温泉町）
き りん

⑤大江音頭（大江町）
⑥ 因幡 の傘踊り（鳥取市）

いなば

⑦ 米  傳 ・福知山踊り
こめ でん

⑧三国節（福井県坂井市）
⑨宮津踊り（宮津市）
⑩ 額  田 踊り（夜久野町）

ぬか た

⑪デカンショ節（兵庫県篠山市）
⑫ドッコイセ踊り隊による福知山踊り総踊り
　そのほか、会場において、「物産展」や「高
校生チャレンジショップ」「鬼のふわふわ」な
どを行います。
■第２６回国民文化祭福知山市実行委員会事務局
　（まちづくり推進課国民文化祭係内

　 ℡２４-７０３３・ＦＡＸ２３-６５３７）

ぜひ見に来てください！　　　　　　　　　　　　　　　　10/17（日）

ＰＲ隊長　まゆまろ

※先月号から連載を開始した「ドッコイセ検定」（問題・回答）は、今月号はお休みさせていただきます。

因幡の傘踊り（鳥取市）

福知山踊り・正調 麒麟獅子舞（新温泉町）
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みどりのカーテンで涼しさ日本一のまち福知山 
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　今月は、福知山環境会議のプロジェクトのひとつ「生ごみリサイクルプロジェ
クト」で取り組んでいる「生ごみの堆肥化」方法について紹介します。
準備するもの
・フタつきの木箱（または少し大きめで深さのあるプランターでも可）
　２～３個（※フタは日光が入る素材のもの。）
・チップ（一次 発  酵 させた堆肥）

はっ こう

・Ｓ・Ｐ液（発酵促進剤。３０～５０倍に薄めてスプレーに移し変える。）
　※チップとＳ・Ｐ液は、福知山環境会議でも取り扱っています。
　（福知山環境会議での販売価格：チップは無料、Ｓ・Ｐ液は１本２，５００円）
作り方　　　　　　　　①木箱に２ｃｍほどチップを敷き、その上に生ごみを入れる。

②生ごみにＳ・Ｐ液をかける。（生ごみが湿る程度。）
③生ごみが隠れるようにチップを２ｃｍほどかぶせる。
④前回の生ごみの様子を見ながら全体を混ぜ、次の生ごみを入れる。
　生ごみを入れる日数の間隔もありますが、生ごみの原形がなくなりつつあり、
ほんのり温かい発酵熱が感じられたら成功。
⑤①～④を繰り返し、ある程度堆肥がたまったらビニール
をかぶせて十分発酵させる。
⑥時々全体を混ぜ、発酵熱が治まるまで約１カ月おく。
⑦熟成後は堆肥として使うか、次の生ごみ堆肥化作業用の
チップとして使う。
　※ひとつめの木箱を熟成させている間は、別の木箱で作業を行ってください。
　　　生ごみの堆肥化はごみの減量につながります。

自宅から出た生ごみで堆肥を
作って、ゴーヤなどの「みどりの
カーテン」を育ててみましょう。
　■福知山環境会議（環境政策室　℡ ２２-１８２７・FAX ２２-４８８１）

福知山市みどりの親善大使 

フタ付きの木箱フタ付きの木箱

Ｓ・Ｐ液（発酵促進剤）Ｓ・Ｐ液（発酵促進剤）

生ごみの様子をみながら混ぜましょう生ごみの様子をみながら混ぜましょう

発酵熱が治まるまで待ちます発酵熱が治まるまで待ちます

今年の学園祭はひと味違うぜ！みなさんぜひお越しください！
　成美大学と同短期大学部の学生でつくる学友会では、「魅力ある
学校をつくり、楽しいキャンパスライフが送れるように」と、主には
学生のクラブ・サークル・自主活動のサポート、学校環境の整備、学
園祭や学内旅行などのイベント企画や運営を行い、それ以外にも、
学生の活力を校内だけでとどめるのではなく、地元の保育園など
の訪問や、大学内で園児が描いた似顔絵展を開催するなど地域交
流を深め、また最近では交通安全の劇を企画したり、警察のみなさ
んと一緒に街頭ＰＲに出るなど、地域活動にも力を入れています。
　そんななか、「学園祭をボンチフェスタと一緒にやりません
か？」と、ボンチフェスタ実行委員会から声をかけていただきました。ボンチフェスタといえば、２０年続く歴史ある若
者の地域イベント。短大時から数えて今年で４０回目となる学園祭は、これまで学生だけでやっていましたが、今回は地
域との共催ということで、本当に多くの人
と関わることになります。はじめてのこと
で不安もありましたが、メリット・デメリットな
どを真剣に話し合い、考えるうちに、私た
ちがしっかりと考え行動していくことが、
地域とのパイプをより太くし、スクラムを
組んで進んでいけると思いました。今回の
学園祭が人で賑わい「共に響き合う祭り」
にできればと、現在準備を行っています。
　スローガンは「 新  風  成  響 」。今年は成美大

しん ぷう せい きょう

学に校名変更し、新たなスタートの年、挑
戦の年であり、大学に新たな風「新風」を吹
かせようと思っています。

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

成美大学・成美大学短期大学部 学友会 
せい び だいがく せい び だいがくたん き だいがく ぶ  がくゆうかい 

当日は、お笑いコンビ「ボルトボルズ」のトークライブや、和
太鼓ユニット「ＢＵＲＡＩ」の演奏、日比直博ライブをはじめ、
アマチュアバンド、ＤＪ、ストリートダンス発表、フランクフル
ト、カレーなどの模擬店、フリーマーケット、子ども達に人気
のミニＳＬやスーパーボールすくいなど盛りだくさん！
詳しくは芙蓉祭実行委員会　代表　福田（℡０８０-１５２３-５６３３）まで

学園学園祭「芙蓉祭」×「ボンチフェスタ」祭「 芙  蓉  祭 」×「ボンチフェスタ」はは 
ふ よう さい

１０１０／／３０（土）、３１（日）３０（土）、３１（日）成美大学キャンパスで開催成美大学キャンパスで開催
初日夜初日夜は「打ち上げ花火」も企画は「打ち上げ花火」も企画中！中！

着着ぐぐるるみみをを着着たた街街頭頭ＰＰＲＲでで地地域域貢貢献献

たい　ひ　 か


